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下
座
郡
・
夜
須
郡
出
土
の
鏡

面

山

田

正
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修

氏

資

料

|

一
、
は
し
が
き

本
研
究
報
告
第
四
集
に
お
い
て
、

旧
秋
月
藩
出
身
の
山
田
新
一
郎
氏
(
元
治

元
年
|
昭
和
三
年
)
の
蒐
集
さ
れ
た
資
料
を
紹
介
す
る
短
文
を
発
表
し
い
引
そ

の
後
、
拙
文
が
機
縁
と
な
り
御
一
族
の
山
田
秀
三
・
加
藤
晋
・
山
田
正
俊
・
田

辺
正
彦
の
各
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
有
益
な
御
教
示
を
得
た
。

そ
の
中
で
特
記
す
べ
き
は
、
山
田
正
俊
民
が
曽
祖
父
山
田
正
修
氏
遺
愛
の
鏡

鑑
二
面
を
蔵
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
土
地
が
、
朝
倉
地
方
で
あ
る
こ
と
を
、
教

示
い
た
だ
い
た
乙
と
で
あ
る
。
従
来
の
関
係
地
名
表
な
ど
に
な
か
っ
た
新
し
い

所
見
で
あ
り
、
学
界
を
益
す
る
と
乙
ろ
が
多
い
と
考
え
る
。
本
文
は
主
と
し

て
、
前
述
の
二
面
を
紹
介
す
る
乙
と
を
目
的
と
す
る
が
、
併
せ
て
註
一
の
報
文

一一一

格

島

後

直

藤

の
訂
正
と
、
正
修
氏
お
よ
び
田
辺
正
彦
氏
の
父
君
敏
夫
氏
(
山
田
新
一
郎
氏
の
弟
)
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の
蒐
集
資
料
に
つ
い
て
、
簡
記
す
る
。
執
筆
分
担
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
行
き

が
か
り
上
、
一
・
二
・
三
を
三
島
が
、
四
を
後
藤
が
執
筆
し
た
。

ニ
、
山
田
新
一
郎
氏
資
料
解
説
の
訂
正
と
山
田
正
修
・
田
辺
敏

夫
氏
資
料
に
つ
い
て

註
一
書
に
お
い
て
同
氏
資
料
を
解
説
し
た
折
、
①
「
次
」
「
秀
」
の
書
き
入

れ
に
つ
い
て
推
定
を
の
べ
た
が
、
次
は
山
田
次
郎
氏
、
秀
は
山
田
秀
三
氏
の
書

き
入
れ
で
あ
る
と
の
教
示
を
、
御
本
人
で
あ
る
秀
三
氏
か
ら
得
た
。

@
従
っ

て
、
三
葉
の
描
図
は
山
田
新
一
郎
氏
の
筆
で
な
く
、
次
郎
・
秀
三
氏
の
筆
で
あ

る
と
訂
正
す
る
。
@
た
だ
し
、
父
君
新
一
郎
氏
の
意
図
に
よ
り
描
か
れ
た
と
と



は
む
ろ
ん
で
あ
り
、
各
葉
の
註
記
も
同
氏
の
筆
で
、
乙
の
点
に
つ
い
て
の
記
載

は
訂
正
を
要
し
な
い
。

山
田
正
修
氏
に
つ
い
て
、
秀
三
氏
よ
り
教
示
を
得
た
乙
と
を
、
簡
記
す
る
。
同

氏
は
秋
月
藩
士
で
廃
藩
後
に
朝
倉
郡
弥
永
に
移
り
、
福
岡
県
会
副
議
長
・
夜
須

郡
長
な
ど
を
歴
任
。
好
古
の
士
で
近
く
の
農
家
か
ら
と
ど
け
ら
れ
た
遺
物
が
、

縁
の
下
な
ど
に
多
く
あ
っ
た
と
い
う
。
事
実
、
秀
三
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
資
料

の
中
に
、
石
器
の
写
生
図
・
中
国
鏡
の
模
写
図
な
ど
が
あ
る
。
田
辺
正
彦
氏
蔵

の
敏
夫
氏
資
料
は
、
お
お
む
ね
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
時
代
の
遺
物
で
、
現
在
で

は
出
土
地
名
も
明
か
で
あ
り
貴
重
で
あ
る
の
で
、
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

ぅ
。
小
田
(
古
墳
?
)
と
地
名
を
註
記
す
る
遺
物
に
、
と
ん
ぼ
(
崎
鈴
)
玉
数
個
が

あ
る
が
、
古
墳
時
代
出
土
の
そ
れ
で
は
な
く
、
近
代
に
台
湾
な
ど
か
ら
将
来
さ

れ
た
、
可
能
性
が
強
い
。
敏
夫
氏
は
兄
新
一
郎
氏
の
影
響
を
か
な
り
受
け
て
い

る
と
、
正
彦
氏
は
い
わ
れ
た
。
と
も
か
く
、
山
田
氏
の
家
系
の
中
に
好
古
の
士

が
多
く
出
、
か
つ
遺
物
が
あ
ま
り
散
乱
す
る
と
と
な
く
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
稀
有
の
乙
と
で
あ
り
今
後
の
保
存
を
お
願
い
し
た
い
。

、
出
土
地
に
つ
い
て

一
、
内
行
花
文
銘
帯
鏡
(
第
1
図
1
)

筑
前
下
座
郡
平
塚
村
古
墳
中
ノ
石
棺
ヨ
リ
出
ッ
、
朱

付
箱
書
に
「
大
形
鏡

墨
ナ
ド
ニ
テ
赤
黒
ク
ナ
リ
居
タ
リ
ト
」
と
あ
る
。
下
座
郡
は
現
在
の
甘
木
市
に

含
ま
れ
、
平
塚
も
現
存
。

同
地
名
平
塚
を
指
標
に
と
り
、
註
三
書
に
よ
っ
て
関
連
遺
跡
を
あ
げ
る
が
、

一
世
紀
を
閲
し
た
現
在
で
は
、
出
土
地
に
つ
い
て
は
特
定
し
が
た
い
。

①
栗
山
遺
跡
(
平
塚
字
栗
山
)

@
福
田
町
二
塚
石
棺
(
平
塚
二
塚
)

@
平
塚
遺
跡
(
註
三
書
附
図
に
よ
る
)

い
ず
れ
も
弥
生
時
代
遺
跡
で
、
中
に
は
①
の
ご
と
く
、
島
田
寅
次
郎
・
中
山

平
次
郎
氏
ら
の
調
査
を
う
け
、
後
に
さ
ら
に
朝
倉
高
校
の
調
査
を
受
け
た
、
学

史
上
著
名
な
聾
棺
遺
跡
も
あ
る
。
土
地
の
人
で
あ
り
、
他
の
遺
物
に
は
通
称
名

ま
で
註
記
し
た
正
修
氏
が
、
平
塚
と
の
み
記
す
点
を
重
視
す
れ
ば
、
@
の
平
塚

遺
跡
が
可
能
性
が
強
い
と
も
い
え
る
。

国
内
行
花
文
鏡
の
出
土
地
を
註
三
番
に
よ
っ
て
、
参
考
と
し
て
附
記
す
る
。

た
だ
し
、
す
べ
て
異
地
点
で
あ
る
。

①
朝
倉
町
外
隈
遺
跡
倣
製
径
八
・
六

ω

箱
式
石
棺
出
土
。

@
朝
倉
町
ウ
ラ
山
遺
跡
ニ
面
出
土

a
H
舶
載
、
五
分
の
一
の
残
片
、
推

定
径
一
四
・
九
側
、
穿
孔
あ
り
。

b
H
倣
製
、
径
八
・
六
側
、
と
も
に
箱
式
石
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棺
出
土
。
二
、
珠
文
鏡
(
第
1
図
2
)

H
箱
書
に
「
小
形
破
鏡

筑
前
夜
須
郡
弥
永
村
仙
堂
文
庫
蔵
ヨ
リ
出
ツ
此
辺

石
器
物
多
ク
出
ツ
」
と
あ
る
。
田
辺
正
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
仙
道
(
堂
)
と
い
う

小
字
は
現
存
す
る
が
、
文
庫
蔵
と
い
う
地
名
は
知
る
人
も
な
い
と
い
う
。
な

お
、
本
鏡
に
つ
け
ら
れ
た
紙
片
に
よ
れ
ば
俗
称
文
庫
蔵
と
あ
り
、
さ
ら
に
明
治
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二
二
年
と
あ
る
の
は
、

に
、
乙
の
年
次
は
さ
き
の
島
田
・
中
山
両
氏
よ
り
も
早
い
。

同
仙
道
と
い
う
小
字
は
、
農
地
の
区
画
整
理
に
よ
っ
て
消
失
し
た
旧
往
還
道

よ
り
山
手
の
山
麓
に
い
た
る
地
域
を
さ
し
、
近
年
著
名
に
な
っ
た
仙
道
古
墳

も
、
同
域
内
に
あ
る
。
域
内
に
は
か
つ
て
古
墳
が
多
く
あ
っ
た
由
で
あ
る
。

正
修
氏
が
入
手
さ
れ
た
年
次
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み

国
異
地
点
で
は
あ
る
が
、
珠
文
鏡
(
倣
)
は
註
三
書
に
よ
れ
ば
、
杷
木
町
宝

満
宮
境
内
・
甘
木
市
小
塚
本
古
墳
な
ど
で
出
土
し
て
い
る
。

四

鏡
に
つ
い
て

H
内
行
花
文
銘
帯
鏡
(
第
1
図
1
)

ヒ
ビ
が
入
る
が
完
形
晶
で
あ
る
。
面
径
九
・
八
側
、
反
り
一
一
務
、
平
縁
の
厚

さ
三
wm前
後
、
紐
部
分
の
厚
さ
八
・
五
務
、
重
量
一
三

O
g弱
。
紐
の
径
は
て

国
側
。
縁
の
幅
は
約
八
wm。
円
鉦
座
の
外
に
圏
帯
が
め
ぐ
り
さ
ら
に
内
行
花
文

が
め
ぐ
る
。
と
れ
と
縁
の
聞
に
櫛
歯
文
に
か
乙
ま
れ
た
銘
帯
(
二
二
字
)
が
あ

る。
鏡
面
は
出
土
後
に
磨
か
れ
て
い
て
灰
白
色
に
光
り
、
鋳
の
部
分
は
茶
色
っ
ぽ

い
。
背
面
に
は
緑
色
の
錆
が
出
て
い
る
。
鋳
の
一
部
に
繊
維
質
の
付
着
し
た
跡

ら
し
い
も
の
が
み
え
る
。

銘
文
は

門

党

カ

】

ハ

夫

カ

)

輝

象

市

口

口

場

相

忘

口

日

月

心

口

而

願

忠

然

塗

塞

而

(
池
力
)

不

口

と
よ
め
る
。

「
日
月
」
以
下
は
昭
明
鏡
の
銘
文
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
銘

「
久
不
相
見
長
場
相
忘
」
の
一
部
が
入
り
こ
ん
で
い
る
。
管
見
の

範
囲
で
は
こ
の
よ
う
に
前
半
の
乱
れ
た
銘
を
も
っ
「
昭
明
鏡
」
は
み
あ
た
ら
な

文
は
乱
れ
、

し、。
同
珠
文
鏡
(
第
1
図
2
)

面
径
八
・
六
五
側
、
反
り
二
務
、
縁
の
厚
さ
三
・
四
鋭
、
釦
部
分
の
厚
さ
八
・

二
務
。
二
片
に
割
れ
、
大
き
い
方
の
破
片
中
央
も
大
き
く
欠
失
す
る
。
鏡
面
の

一
部
は
出
土
後
に
ヤ
ス
リ
の
よ
う
な
も
の
で
磨
か
れ
、
そ
の
中
に
銅
色
が
み
え

る
。
そ
れ
以
外
は
緑
銭
を
お
び
そ
の
一
部
に
布
目
が
残
っ
て
い
る
。
背
面
に
も

鋳
が
出
て
い
る
が
、
部
分
的
に
朱
の
付
着
が
認
め
ら
れ
る
。

文
様
は
外
か
ら
内
へ
、
素
文
の
縁
、
鋸
歯
文
、
複
合
波
状
文
、
鋸
歯
文
、
櫛

歯
文
と
な
り
、
そ
の
内
側
に
珠
文
が
四
重
に
配
さ
れ
る
。
珠
文
と
櫛
歯
文
の
間
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に
は
波
状
文
状
の
ジ
グ
ザ
グ
線
が
一
周
す
る
が
、

り
、
ま
た
一
部
は
鋳
つ
ぶ
れ
て
平
坦
面
を
な
す
。

一
部
は
二
重
に
な
っ
て
お

一
番
外
側
と
そ
の
す
ぐ
内
側

の
珠
文
に
は
尾
状
の
細
線
を
出
す
も
の
が
、

そ
れ
ぞ
れ
一
個
と
五
個
み
ら
れ

る。
な
お
右
の
鏡
二
面
と
と
も
に
当
館
に
寄
託
さ
れ
た
山
田
正
俊
民
所
蔵
資
料
を

あ
げ
て
お
く
(
第
2
図)。

(
虫
喰
)

「
石
鍍
五
円

U
筑
前
国
下

座 (1)
郡(磨
平高製

口三歪
村Z整

官五
す
と
'̂ 墨帯て

τ碁
存宗
刷凹
片
入
を
揮す
T る
ノ'-。

る



" 

凶
打
製
石
鍍

黒
曜
石
製
三
、

サ
ヌ
カ
イ
ト
製
二
。
二
点
は
「
二
片

武
蔵
国

産
出
」
、
一
点
は
「
飛
弾
国
ニ
出
ツ

石
鍬

福
井
大
岩
貫
一
所
寄
贈
」
、
一
点

「
石
鉱

「
石
鉱

美
濃
国
恵
那
郡
福
岡
村
大
字
高
山
小
字
若
山
ニ
出
」
、

一
点
は

lま

筑
前
国
夜
須
郡
弥
永
字
石
原
町
ノ
田
ノ
中
ニ
拾
取
」
と
墨
書
し
た

紙
片
を
そ
え
る
。

同
碧
玉
製
勾
玉
一
、
管
玉
一
、
ガ
ラ
ス
小
玉
一
。
こ
の
三
点
に
暗
灰
色
石
製

管
玉
状
の
も
の
一
点
と
石
質
不
明
小
玉
状
の
も
の
二
点
を
加
え
て
一
連
と
し

「
筑
前
国
夜
須
郡
弥
永
村
字
口
山
石
窟
-
一
出
ツ
」
の
紙
片
を
添
え

て
い
る
。

て
い
る
。

乙
の
他
に
弥
永
採
集
の
黒
曜
石
剥
片
と
、
石
斧
と
誤
認
し
た
伊
豆
国
拾
得
の

膿
片
お
よ
び
田
原
坂
採
集
の
小
銃
弾
各
一
点
が
あ
る
。

執
筆
に
あ
た
っ
て
、
山
田
秀
三
氏
は
新
一
郎
氏
資
料
・
正
修
氏
に
つ

謝
辞

い
て
、
山
田
正
俊
民
は
新
一
郎
氏
に
よ
る
「
出
土
品
の
説
明
書
・
写
生
図
」
「
山

田
正
修
遺
愛
古
鏡
二
」
の
コ
ピ

1
お
よ
び
写
真
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
送
付
さ
れ
、

教
示
を
受
け
た
。
さ
ら
に
正
俊
氏
は
鏡
二
面
を
加
藤
晋
氏
に
託
さ
れ
、
筆
者
ら

の
実
見
を
許
さ
れ
た
。
田
辺
正
彦
氏
は
前
回
に
引
き
つ
づ
き
、
現
地
踏
査
・
案

内
お
よ
び
敏
夫
氏
資
料
の
実
見
を
許
さ
れ
た
。
ま
た
大
己
責
神
社
は
鈴
の
実
見

を
許
さ
れ
た
。
併
せ
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
。

ト
い
し
一言礼

(
1
)

三
島
格
「
血
笠
間
・
筑
前
其
他
出
土
考
古
品
図
譜
の
関
連
お
よ
び
追
加
資
料
」
福
岡

市
立
歴
史
資
料
館
研
究
報
告
四
一
九
八

O
年
福
岡
。

(
2
)

山
田
氏
家
系
を
略
記
す
る
。
山
田
正
修
(
十
代
)
は
新
一
郎
の
父
。
次
郎
・
秀
三
・

耳
目
は
新
一
郎
の
次
・
三
・
四
男
。
田
辺
正
彦
は
新
一
郎
の
弟
敏
夫
の
長
男
。
正
俊
は
新

一
郎
の
長
男
勝
磨
の
子
息
。

(
3
)

朝
倉
高
等
学
校
史
学
部
『
埋
も
れ
て
い
た
朝
食
文
化
』
一
九
六
九
年

L三

甘
木
。
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